
楽しみ盛りだくさんに開催
第41回よかっぺ祭り

元気と幸せを届ける市場
境内で開催「福福マーケット」

五穀豊穣を祈って
水神社の祭礼

　市民手作り・市民参加のイベントとして親しまれる「第41回
よかっぺ祭り」が10月20日、本町通り商店街を中心に開催され、
多くの人でにぎわいました。
　市内各小学校自慢の手作りたるみこしと囃

はやし

子によるパレード
を皮切りにしてスタートしたイベントは、保育園児たちによる
遊戯や鼓笛の発表、歌や踊り、ステージショーなどで目白押
し。「お祭り広場」と称した商店街の随所には、展示や物品販売、
体験などの企画ブースが並び、一日を通して大きな盛り上がり
を見せました。

　川向の長福寺で９月22日、オーガニックとナチュラルに
こだわったイベント「福福マーケット」が行われました。
　このイベントは、主催者である同寺の日比野有希さんが、
「子どもたちに安心・安全な食を少しずつ発信する場を提供
したい」との願いを実現するために、平成26年９月以降、毎
年春と秋に開催しているものです。
　会場となった境内には、有機栽培の農産物や自然志向の
加工品、雑貨品などを取り扱った約60のテントが立ち並ん
だ他、キッズダンスやゴスペル（福音歌）などが披露され、
多くの人でにぎわいました。

　「椿の海」の干拓に由来し五穀豊穣を祈る春海・水神社の
祭礼が、10月13日に行われました。
　台風一過で汗ばむ陽気の中、猿田彦を先頭にして神社を
出発した行列は、侍の衣装を着た地元の子どもらと囃子方
に神

みこ し

輿が続き、また、これに椿海小学校の児童たちが担ぐ
子ども神輿も加わって、威勢よく地区内を渡御しました。
　例年２日間かけて執り行われる祭礼は、今年は台風19号
の影響によりこの一日のみ実施されました。

多くのテントが並んだ長福寺境内

水神社を出発した神輿

1祭りはよさこい踊りチーム総参
加の「総乱舞」でフィナーレ
2たるみこしパレードで野田小は
ピザをモチーフに作成
3踊り団体のほか飛び入り参加者
も輪になった踊りパレード
4東京オリンピック正式種目にな
ったボルダリングの体験コーナー1 3
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ジュニアオリンピック県代表に選抜
卓球とバレーで本市中学生

「全力を出し切る」３拳士が抱負
少林寺拳法全国大会に出場

東総工高生が優勝、準優勝に
ロボット相撲関東大会

　将来のオリンピック選手育成を目的として行われる「Ｊ
ＯＣジュニアオリンピックカップ」の卓球、バレーボール
の両競技に、県代表として本市の中学生が選抜されました。
　八日市場第一中学校２年の品村緋

ひふ

美
み

さん（春海）は、全
日本卓球選手権大会に、また、八日市場第二中学校３年の
大木奈々さん（吉田）と２年の越智葉月さん（飯倉台）の２
人は、全国都道府県対抗中学バレーボール大会に出場しま
す。
　品村さんは「積極的に動く自分のプレーで、大会を楽し
みたいと思います」と意気込みを述べ、大木さんは「チー
ムとして日本一になれるよう頑張りたいです」、越智さん
は「自分の身長を生かしたプレーで活躍したいです」とそ
れぞれ抱負を語りました。
　大会は、卓球が11月８日～10日に山口県山口市内で、バ
レーボールは12月25日～28日に大阪市内で開催されます。

　横芝敬愛高校３年の鳥飼智美さん（長谷）と堀江友里華
さん（蕪里）、八日市場第一中学校１年の角田諒さん（東谷）
が、11月23日・24日に愛知県豊田市で行われる少林寺拳法
全国大会に出場を決めました。
　３人は、２人一組となって突きや蹴りなどの攻防を審査
する「組演武」に出場。６月末に船橋市で行われた県大会
で、鳥飼さんと堀江さんは高校生の部でペアを組み優勝。
また、角田さんは中学生の部で同門の角田正人さんとペア
を組んで準優勝し、今大会の出場権を手に入れました。
　大会に向けて、鳥飼さんは「練習の成果を出し切れるよ
う頑張りたいです」、堀江さんは「いつも以上の結果が出
せるよう一生懸命頑張ります」と述べ、角田さんは「全力
を出し切れるようにします」と話し、それぞれ意気込みを
語りました。

　東総工業高校３年で情報技術部に所属する山下泰
たい

知
ち

さん
（椿）と増田祥

よし

己
き

さん（春海）が、９月８日に横浜市で行わ
れたロボット相撲の関東大会に出場し、機体を操作して競
う「ラジコン型」の部で優勝と準優勝に輝きました。
　山下さんは補助員を務めた飯田樹

いつき

さんとペアを組み「龍
りゅう

鳳
ほう

」（作品しこ名）を、増田さんは同じく補助員の越川透
とお

瑠
る

さんとのペアで「閃
せん

龍
りゅう

」（同）を操縦。両ペアともトーナメ
ントを勝ち抜き決勝で対戦し、山下さん・飯田さんペアが
勝利しました。同門対決を望んでいたという２人は、「最
高に楽しかったです」と当時を振り返ります。
　11月23日に福島県郡山市で行われる全国大会への切符を
手にした２人。山下さんは「僕の機体は1000分の１㎜まで
こだわった精度が強み。全国大会でも絶対優勝します」と
力強く決意を表し、増田さんは「相手より速く動いて弱点
を突いていきたいです」と抱負を述べました。
　なお、同大会では、自動制御の機体で競う「自立型」の
部においても同校が優勝と準優勝に輝いています。

優
勝
し
た
山
下
さ
ん（
右
）と
準
優
勝
の
増
田

さ
ん
。
決
勝
戦
は
同
門
対
決
と
な
っ
た

全国大会に出場する（右から）鳥飼さん、堀江さん、角田さん

バレーボール競技、八
日市場第二中の大木さ
ん（右）と越智さん

卓球競技、八日市場第
一中の品村さん
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